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〔
春
陽
会 

通
知
〕（
会
員
向
け
葉
状
） 

 

・
春
陽
会
事
務
所
移
転
お
知
ら
せ 

 

今
回
春
陽
会
事
務
所
を
左
記
に
移
転
致
し
ま
し
た
の
で
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昭
和
三
十
二
年
一
月
一
日 

 

東
京
都
世
田
ヶ
谷
区
成
城
町
三
九
六
番
地 

南
大
路 

一 
 

 

春

陽

会

 
 

 

  

・
新
事
務
所 

春
陽
会
会
報 

第
一
号 

  

昭
和
32
・
１
・
１ 

  

謹
賀
新
年 

 

改
春
と
共
に
諸
家
御
愈
々
御
清
祥
の
御
事
と
御
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

旧
年
十
二
月
二
十
三
日
、
東
京
日
比
谷 

松
本
楼
に
於
て
会
員
総
会
を
開
き
、
静
岡
の

小
栗
（ 

）、
松
本
の
関
（ 

）
両
氏
を
加
え
、
三
十
一
年
度
掉
尾
の
緊
張
し
た
会
合
と

な
り
、
折
か
ら
新
帰
朝
の
横
堀
（
角
次
郎
）
氏
を
迎
え
、
又
事
務
所
交
代
の
水
谷
（
清
）、

藤
野
（
龍
）
両
氏
の
歓
送
、
水
谷
氏
の
外
遊
を
送
る
等
々
。
こ
れ
に
対
し
て
高
田
（
力

蔵
）
、
三
雲
（
祥
之
助
）
、
岡
（
鹿
之
助
）
氏
等
の
歓
送
迎
の
祝
福
の
言
葉
が
あ
り
多
彩

な
一
夜
の
歓
を
つ
く
し
ま
し
た
。 

  
 

◇
当
日
の
決
定
事
項
は
左
の
如
く
で
す
。 

１ 

事
務
所
移
転
の
件 

 
 

 

 
 
 

事
務
所 

 
 
 
 
 

南
大
路 

一 

 
 
 

会
計
局 

 
 
 
 
 

木
本 

晴
三 

 
 
 
 

助
手 

 
 
 
 
 

三
井 

永
一 

 
 
 
 

後
見 

 
 
 
 
 

藤
野 

 

龍 

（
十
二
月
三
十
一
日
を
以
て
新
事
務
所
発
足
を
外
部
へ
発
表
し
ま
す
） 

 

２ 

会
費
値
上
げ
の
件 

（
略
） 

 

３ 

決
算
報
告 

（
略
） 

 

４ 

石
版
画
の
制
作
・
頒
布
の
件 

石
版
画
予
約
の
成
績
は
諸
家
の
熱
意
に
よ
り
順
調
に
進
行
し
て
お
り
ま
す
が
、

い
ま
だ
御
返
事
の
な
い
方
も
多
く
此
の
際
諸
家
の
責
任
が
平
均
し
て
行
わ
れ
る

様
、
ふ
る
っ
て
御
予
約
願
い
ま
す
。 

 

尚
、
こ
の
石
版
画
事
務
に
関
し
て
は
引
継
の
煩
多
を
避
け
る
た
め
旧
事
務
所

（
水
谷
）
に
於
て
続
け
て
行
い
ま
す
。 

 

５ 

新
会
員
の
件 
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絵
画
部 

井
上
重
生
、
大
嶺
政
敏
、
五
味
秀
夫
。 

 
 
 
 
 
 

版
画
部 

清
宮
質
文
。 

 

６ 

長
野
縣
に
て
春
陽
会
展
開
催
の
件 

伊
川
、
関
両
氏
の
提
言
に
よ
り
三
十
四
回
展
大
阪
終
了
後
、
長
野
市
、
松
本
市
に

於
て
、
信
濃
毎
日
新
聞
主
催
・
春
陽
会
展
開
催
の
申
込
み
あ
り
。
詳
細
事
項
決
定

次
第
開
催
を
承
諾
。 

 

７ 

『
春
陽
帖
』、
ポ
ス
タ
ー
の
件 

前
委
員
会
に
於
て
、
第
三
十
四
回
展
の
ポ
ス
タ
ー
（
駒
井
哲
郎
）、『
春
陽
帖
』（
伊

藤
善
）
両
氏
に
委
嘱
し
ま
し
た
。 

 

８ 

厚
生
資
金
の
件 

三
雲
、
伊
川
両
氏
の
発
言
に
よ
り
厚
生
資
金
募
集
の
提
案
が
あ
り
。
係
、
方
法
等

委
員
会
附
記
。 

 

以
上 

春 

陽 

会 
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〔
報
道
〕 

 

倉
庫
、
講
堂
で
展
覧
会 

都
美
術
館
の
改
築
に
悩
む
美
術
団
体 

  

上
野
公
園
の
都
美
術
館
は
廿
九
日
の
都
議
会
で
最
終
的
に
決
定
し
た
改
増
築
費
二
億

五
千
万
円
で
、
来
る
六
月
中
旬
か
ら
改
築
に
着
工
す
る
こ
と
に
な
り
、
約
十
ヶ
月
に
わ

た
る
工
事
中
、
毎
年
同
館
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
一
般
公
募
展
の
開
催
が
あ

や
ぶ
ま
れ
て
い
た
が
、
工
事
期
間
中
は
一
階
の
倉
庫
な
ど
を
開
放
し
て
会
場
に
ふ
り
む

け
る
こ
と
に
な
り
一
応
落
着
す
る
見
通
し
が
で
き
た
。 

 

工
事
は
今
ま
で
の
二
階
壁
面
を
全
部
壊
し
鉄
骨
を
あ
げ
て
三
階
に
し
、
屋
根
は
銅
葺

き
に
し
て
採
光
は
人
工
光
線
だ
が
、
こ
れ
で
増
え
る
坪
数
は
約
二
千
坪
だ
か
ら
全
部
で

五
千
八
百
坪
に
な
る
。 

 

と
こ
ろ
で
壁
と
天
井
を
壊
し
て
鉄
骨
を
上
げ
る
ま
で
の
三
、
四
ヶ
月
間
は
工
事
が
最

も
荒
く
、
い
ま
ま
で
の
二
階
会
場
は
当
然
使
用
出
来
な
く
な
る
の
で
、
六
月
か
ら
八
月

ま
で
の
会
場
使
用
契
約
を
す
で
に
行
っ
て
い
る
廿
四
団
体
展
（
女
流
画
家
協
会
、
旺
玄

会
、
朔
日
会
、
第
一
美
術
、
毎
日
書
道
展
な
ど
）
は
開
催
不
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
一
階
の
彫
刻
室
、
工
芸
室
は
そ
の
ま
ま
残
る
し
、
佐
藤
記
念

館
、
講
堂
、
倉
庫
を
空
け
て
マ
ジ
切
り
を
す
れ
ば
今
ま
で
の
会
場
の
八
〇
％
ぐ
ら
い
の

広
さ
が
で
き
る
の
で
、
臨
時
に
ケ
光
灯
を
つ
け
て
使
う
こ
と
に
な
り
、
美
術
館
側
は
廿

七
日
朝
十
時
か
ら
廿
四
団
体
の
代
表
者
を
集
め
て
説
明
、
こ
の
構
想
で
展
覧
会
を
続
行

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
略
） 

（
○
○
新
聞 

昭
和
三
十
二
年
三
月 

） 
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